
⑤
 

ル
ク
メ
「
藝
術
家
卜
藝
術
運
動
」
卜
名
ツ
ク
ル
著
書
ヲ
ナ
ス

色
の
こ
と
）

•••

•
•• 

▲
閾
案
科
第
二
部
麻
生
、

▲
金
工
、
絡
造
、
漆
工
科

篤
生
、

『
あ
を
き
』
（
鉛
筆
需
毛
筆
壺
の
内
甜
慈
）

[
ど
]

『
う
と
』
と
『
く
わ
ゐ
』

735 第17節

及
雑
誌
二
依
リ
テ
海
外
藝
術
界
状
勢
及
椛
家
列
他
ヲ
寄
稿
ス

•••• ▲
日
本
梵
科

•••

• 

▲
西
洋
窟
科

••• ▲
彫

刻

科

模

作
、
石
音
製
顛
面
（
塑
造
）

•••••• ▲
閾
案
科
第
一
部

（
以
上
共
通
以
下
各
科
別
）

窺
生

（
鉛
箪
盤
、
毛
筆
甕
の
内
隧
意
）

履
歴
柑
（
事
業
ノ
部
）

『
写
其
月
報
』
第
二
十
二
巻
第
互
号
に
も
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
臨
時
写
真
科
で
は
材
料
商
の
出
品
も
求
め
、
各
淳
門
の
方
面
に
交

渉
し
て
展
示
品
を
渠
め
、
製
版
科
も
協
力
し
て
準
備
を
進
め
、
初
日
五
十
人
、

二
日
目
六
百
人
、
二
日
目
千
人
以
上
の
観
覧
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

森
田
亀
之
助
を
助
教
授
に
起
用

大
正
六
年
六
月
三
十
日
、
助
手
（
英
語
お
よ
び
西
洋
美
術
史
授
業
担
当
）
で
あ
っ

た
森
田
亀
之
助
は
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
森
田
は
明
治
一
――
十
九
年
本
校
西
洋

画
科
卒
業
後
雇
（
無
給
助
手
）
と
な
り
、
同
四
十
二
年
よ
り
大
正
一
一
一
年
ま
で
バ

ー

ナ
ー
ド

・
リ
ー
チ
の
も
と
で
英
文
美
術

・
文
学
由
や
英
会
話
を
学
ん
だ
。
任
命

関
係
文
甚
中
に
次
の
よ
う
な
事
業
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

森
田
亀
之
助

明
治
四
十
二
年
ョ
リ
大
正
四
年
マ
テ
美
術
新
報
ノ
ク
メ
ニ
英
文
ノ
書
籍

大
正
三
年
ョ
リ
同
四
年
マ
テ
主
ト
シ
テ
ア
メ
リ
カ
ソ

・
ア
ー
ト

・
ニュ

ー
ス
ニ
依
リ
美
術
週
報
ノ
海
外
消
息
欄
ヲ
換
常
執
筆
ス

明
治
四
十
三
年
及
大
正
一
二
年
ノ
ニ
回
東
京
美
術
學
校

一
覧
ヲ
英
諜
ス

大
正
四
年
十
一
月
セ
レ
ク
シ
ョ
ソ
ス

・
フ
ォ
ア
ー

・
ア
ー
ト

・
ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ツ
（
美
術
学
生
用
英
文
数
科
書
）
ヲ
編
纂
ス

大
正
四
年
英
文
ノ
書
藉
及
雑
誌
二
依
リ
欧
洲
盟
界
最
近
状
勢
ヲ
報
告
ス

⑥

大
正
六
年
度
入
試
問
題

T
h
e
 
I
m
per
ial 

お
よ
び

第
三
項
目
の
東
京
美
術
学
校

一
覧
の
英
訳
と
は
、
T
o
k
y
o
B
i
j
u
t
su
 G
a
k
k
o
 

S
c
h
8
l
o
[
A
rt,
 U
e
n
o
 
P
a
rk
.
 T
o
k
y
o
,
 1
9
1
0
 

T
o
k
y
o
 B
i
j
u
t
s
u
 G
a
k
k
o
 T
he
 T
ok
y
o
 S
c
h
8
l
 of
 A
rt
,
 
U
e
n
o
 P
a
r
k
,
 To
k
y
o
,
 

1
9
1
5

を
さ
す
。

大
正
六
年
四
月
十
六
、

れ
て
い
る
。入

學
試
験
問
題

十
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
①
⑮
に
分
け
て
掲
載
さ

▲
東
京
美
術
駆
校
①

（
豫
科
、
製
版
、
窃
員
、
師
範
各
科
共
通
の
分
）

臨
窯
、

『
菜
の
花
』

石
行
製
胸
像
（
木
炭
證
）

窟
生
、
桃
の
花
及
黄
水
仙
（
毛
宜
棗
鉛
箪
盤
の
内
甜
意
）

圏
案
縦
一
尺
、
横
一
尺
＿二
寸
の
菱
形
内
中
央
に
直
径
六
寸
の
回
を
描
き
た
る

各
形
欣
内
に
草
花
ァ
ネ
モ
ネ
ー
を
以
て
適
宜
模
様
を
作
る
ぺ
し
（
地
色
共
五

（
鉛
筆
壺
、
毛

（
「
大
屯
ハ
年
職
且
ー
ー
関
ス
ル
苫
類
庶
務
掛
」
）

大正 6年



栴
銅
Q
区
腟
艇
）

．
．． 

◄
蒜
涯
淀
’
捻
区
志
悛
赳
＇
匿
縣
苺
撼

11添
以
匝
⇒(n
J
 

◄
釦
蕊
忘
唸
’
淀
（
畔
誼
臼
瞬
月
誼
：
聡
）
麟
＇
都
疇
（
記

云
や
ヤ
込
祐
Q
世
（
翠
胆
）
邸
邸
心
茎
t,,)

垣
留
淀
Q
踪

▲
英
語
（
二
時
間
）

E
N
G
L
I
S
H
 IN
T
O
 J
A
P
A
N
E
S
 

l. T
h
i
n
k
 before y

o
u
 speak, 

p
r
o
n
o
u
nc
e
 not 
im1Jerfect

ly, 
nor 

bring aut 
your 
w
o
r
ds
 too hastily, 

but orderly 
a
n
d
 distinc-

tly. 

2
.
 Y
o
u
 m
u
s
t
 study 
to 
b
e
 frank 
w
i
t
h
 the 
w
o
r
l
d
;
 frankness 

is 

the c
h
ild 
of 
honesty a

n
d
 courage. 

3
.
 
T
o
 d
o
 something, 

h
o
w
e
v
e
r
 s
m
a
ll, 
to 
m
a
k
e
 
others 
happier 

a
n
d
 
better, 
is 
the 
highest 

ambitio
n, 
th
e
 m
o
s
t
 
elevating 

hope, 
w
h
i
c
h
 c
a
n
 inspire 
a
 h
u
m
a
n
 being. 

▲
和
文
英
諄

l
．
私
の
兄
は
悔
軍
士
官
で
あ
る
が
弟
は
美
術
家
で
あ
る
。

2
．
宵
年
は
将
来
に
I句
つ
て
大
な
る
希
笙
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

3
．
上
野
公
図
に
は
膊
物
館
、
動
物
函
、
甘
架
學
校
及
美
術
厚
校
が
あ
る
が
又
春

秋
に
は
各
種
の
展
党
會
が
開
か
れ
る
。

D
I
C
T
A
T
I
O
N
 

A
U
T
U
M
N
.
 

N
o
w
 the le
aves begin to fade a

n
d
 take 
o
n
 
lov
ely 
colours・ 

b
r
o
w
n
,
 
a
n
d
 y
ellow, 
a
n
d
 
b
u
r
n
i
n
g
 
red
.
 T
h
e
n
 a
 h
igh 
w
i
n
d
 

(
fl

坦
comes, 
a
n
d
 o
n
e
 b
y
 o
n
e
 the pretty 

leaves
.
 
blutter slowly d

o
w
n
 
..... 

to 
the ground. 

盃

(t1
喜

S
o
o
n
 
the trees 

will 
be 
bare, 
ihi
ck
 mists w
i
ll 
fill 
the 
ai
r
，
述函

a
n
d
 the w
o
r
ld
 will 
look grey a

n
d
 still 

◄
幽
らく
Cl
 
I堂
臣
）

料N綜

1, 
+
<
~
浴
涵

1
1'
咲
ギ
e
沢
ギ

lll
'
母
寄
以
器
抽
智
策
ギ
パ

....’
甜

埋
N
'
恙
ミ
十
a
條

0
9
C
I
I
淑
匡
群
マ
’
潔
品
匿

O
'
中
国
進

O
＇
十
i+
瞬

c---,
中
;
,
_
ll
ー
出
蒋

OO'
ト
ヽ
—
入
釦
痔

◄
辻
以
(Il
l堂
垣
）

國
銅
垣
埋
淀
ぺ
惑
廿
裕
糊
以
器
ド
（
奴
誨
択
祀
箱
土
至
や
以
ド
茫
篇
叶
へ
や〈
⇒
）

◄
正
額
銅
坦
（
国
堂
臣
）

I
,
哲
返
廿
Q
製
翫
以
尖
ド
伎
国
以
緊
⇒
ヰ
〇
渋
製
溢
以
縣
ヤ
心
酉
如
銅
士

I
 I'
咲
逗
ll
lヤ
哀
醤
I
1ヤ
Q
姿
国
如
経
念

lll’
当
匡
Q
l
癒
l
ヤ
11¢
醤
蕗
回
ヤ
Q
固
1く
疵
哉
Q
I
忘
匡
全`
丹
銀
桓
以
喘

迦以.....)
¥J
料
銅
涯
心
目
十
ば
述
如
足
ト
..1J抽
Q
函
滋
蘊
如
咲
よ

国
’
丹
器
浬
斗
は
国
料
ギ
{
巨
#..1J塩
築
茶
ぽ
嗣
掴
以
叶
lヒ
ギ
Q
択
＃
刈
茶
に

以
菰
薔
溢
Q-c-
翫
以
尖
ド
要
似
心
..1J
加
0
迎
江
匿
如
筈
ね

(~
 ~

) 

叫
⇒
臣
＃
竺
函
匡
Q
叶
起
薔
踏

Illヤ
’
団
中

’
択
＃
竺
蓑
国
Q
臣
択
染
€
‘



寄
紐
築
l
ヤ
く
中
湿
悉
国
ヤ
以
⇒
ド
択
＃
Q
奉
涯
社
丹
§
非
恥
拉
釦
蕊
ヤ
心

~
Q
.
.
\
J
ヤ

1-R
'
嶽
染
＇
出
ば
淀
染
’
点
る
国
染
如
埒
..¥J
ャ
心
察
匡
＄
脳
邸
如
観
全

<
硲
挺
蕊
巨
澱

<l
賑
i酎
淑
涵
硲
泌
巴

（
蕊
楽
忘
’
掟
ば
苺
）

．
 
語

▲
英

英
文
和
繹

(1) 
W
h
a
t
 a
n
 a
b
s
u
r
d
 proposal

 to 
m
a
k
e
 a
 collection 

of 
copies of

 

t
h
e
 
m
a
s
t
erpieces of foreign 

galleries. 
F
i
n
e
 p
h
o
t
o
g
r
a
p
h
s
 w
o
u
l
d
 

give a
 far 
truer impression o

f
 th
e
m
.
 

(2) 
A
r
t
 is 
a
b
o
u
t
 t
h
e
 o
n
l
y
 o
ccupation in w

h
i
c
h
 people 
c
a
n
 
d
o
 

w
h
a
t
 t
h
e
y
 pl
ease、vithout

c
o
nsulting their 

neighbours. 

(3) 
lf 
architecture w

as 
b
o
r
n
 of
 ne
e
d
 it 
s
o
o
n
 sh
o
u
l
d
 s
o
m
e
 m
a
g
i
c
 

quality, 
a
n
d
 all 
true bui
ldin
g
 t
o
u
c
hes 
depths 
of 
feeling
 a
n
d
 

o
p
e
n
s
 
the gates 

of 
w
o
n
d
e
r
.
 
(
k
)
 

(4) 
S
t
a
n
d
 
besid
e
 the railroad 

trac
h
 at night, 

u
n
d
er
 the 
stars, 

a
n
d
 
w
a
tc
h
 
a
 brill
iantly 
lighted
 passenger 

train 
sw
ee
p
 by, 

a
n
d
 y
o
u
 fee
l
 up
 a
n
d
 d
o
w
n
 y
o
u
r
 b
a
ck
 a
 shiver 
closely 
a
kin 
to
 

that y
ou
 experience 

in 
the 
presen
ce 
of 
s
o
m
e
 

art. 

m
aste
rpi
ece o
f
 

各
自
其
志
笙
せ
る
導
問
根
術
に
脚
し
て
慈
見
な
り
、
或
ひ
は
脆
来
の
抱
負
な
り

を
英
文
に
て
介
→間
に
記
せ

（マ
マ
〕

但
し
故
の
長
さ
は
四
行
を
超
過
す
ぺ
か
ら
ず

ぃ
薮
虚
（
二
時
間
）

(1)
 5％
の
硝
酸
銀
水
溶
液
120
瓦
に
何
瓦
の
的
酸
銀
を
追
加
す
れ
ば
20
％
の
溶

液
を
得
べ
き
か

(2)
一
邊
e
尺
な
る
正
方
形
の
四
拙
を
切
り
落
し
て
得
た
る
正
八
角
形
の
面
栢
を

求
む

(3)
劉
敷
の
惹
味
を
説
明
し
11.
e
o
g
a
x
=
e
o
g
a
 b
e
o
g
e
x
な
る
こ
と
を
證
明
せ
よ

B
 

B
 

(4)Sin 
(
A
+
B
)
 -
S
i
n
A
=
 2

S
in

~
C

o
s (
A
+
-
）
を
滋
明
せ
よ

2
 

2
 

▲
物
理
ゆ
（
二
時
間
）

(1)璽
さ
5
0噸
の
砲
よ
り
8
00
封
庶
の
弾
丸
が
鉗
秒
140
0灰
の
速
疫
を
以
て
水
平

面
に
30
°
の
角
度
を
な
し
て
猥
出
す
る
時
は
水
平
面
に
お
け
る
砲
の
後
退
速

度
幾
何
な
る
か
。
但
し
1
噸
は
22
4
0封
度
な
り

(2)
-
10
°
c
間
の
温
度
を
有
す
る
氷
塊
を
次
第
に
熱
し
て
110
°
C
に
至
ら
し
む

る
際
に
生
ず
る
容
梢
並
び
に
状
態
の
瑛
化
を
述
ぺ
よ

(3)
組
合
は
す
時
は
色
消
し
レ
ソ
ズ
を
作
る
門
凸
二
個
の
レ
ソ
ズ
あ
り
、
今
レ
ソ

ズ
の
軸
に
平
行
な
る
白
色
光
線
が
(1)
凸
レ
ソ
ズ
の
み
に
常
る
時
(2)
凹
レ
ン
ズ

の
み
に
岱
る
時
及
び
(3)組
合
せ
レ
ソ
ズ
に
常
る
時
の
各
々
の
場
合
に
就
て
白

光
中
の
紫
光
線
及
び
赤
光
線
の
通
路
を
岡
示
せ
よ

(4)電
流
及
び
屯
位
と
は
何
ぞ

る
か

寅
流
の
強
さ
及
び
屯
位
の
差
は
如
何
に
し
て
測

母93!¥ 

▲
英
作
文
（
一
時
問
半
）

◄
ギ

~
 
(
1
 l堂
臣
）

塩LHgLCL



（一）

ハ
ロ
ゲ
ソ
元
索
の
常
温
に
於
け
る
状
態
と
其
の
銀
化
合
物
に
就
て
知
る

所
を
記
せ

(
―
-
)
昇
禾
百
分
ノ
ー
「
モ
ー
ル
」
水
溶
液
五

0
立
方
七
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
中
に

あ
る
水
銀
の
頂
要
を
示
せ

但
し
水
銀
の
原
子
址
―

1
0
0、
盪
素
の
原
子
祉
三
五
、
五
と
す

（
三
）
次
の
詞
の
意
義
を
説
明
せ
よ

硬
水
、
乾
溜
、
蒸
溜
、
遠
元
、
堕
化

昇
華
、
潮
解
、
風
化、

熱
離
、
電
離

（
四
）
左
の
化
合
物
の
分
子
式
を
記
せ

（
イ
）
蟻
酸
（
口
）
酷
酸
（
ハ
）
ェ

ー
テ
ル
（
二
）
ア
ニ
リ
ソ
(
*
)
グ
リ

セ
リ
ン
（
へ
）
エ
ク
ソ
（
卜
）
フ
ォ
ル
マ
リ
ソ
（
チ
）
ク
ロ
、
ホ
ル
ム

．．． 

►
H
杢
賤
（
同
墨
き

苓
苓
浚
怜
（
溶
案
翌
決
渋
翠
知

0
曲
娯
醗
0

互さいに
5
混
楼
代
↓
）

．．．． 

►
玉
非
賤
茫

(
I
I
l
柔
「m
1
)

(

l
)

巨

g雨
↓
が
臣
出
お
表
氏
字
苺
。

(2)iE~fiJtE 

(rli/j ~
ー
、
f
1
i
5
蓋
到
o
l

餡
汁
j
)
蝠
二
二
誓
ー

f
j
-
g
t決

廿
国
ヒ
r
l図
寸
A
雲
画
i
h
i
k
n
3
0

。

h
i翠
L
『̀
L
A
I
要
耳
ーi
〖
t
室
k
n．
上f

f
h
9

洪
熔
灼
酉
内
活

U°

(

3

)

 

IE 1-J ¥ill c
 IDH＂t
代

s希
[
[
翠
言
熔
吟
酋
岱
‘
始

t°

已
且
吋
詈
竺
誓
羞
已
閂
4

5

。
竺
仁
‘
さ
盃
暑
:
"
百
｀

#
0雲
名
蕪
苓
O

H
I
~
7
i
-
r
i
モ
冷
k
"
.
}
Aハ
臣
冷
L

、l
.L

五
i
g
]
国
～
n．2
F
1
1
"
f
h
9
0

（
到
因
吝
0
汁
竺
i
中
姿
↑

T
)

れ
な
か
っ
た
。
我
々
の
行
動
を
異
端
視
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
」

田
沼
輝
先
生
も
夫
人
と
一
緒
に
み
え
て
、
い
つ
も
何
か
し
ら
買
物
を
し
て
下

⑦

柱
人
社

本
校
校
友
会
文
学
部
の
短
歌
会
同
人
が
、
展
覧
会
を
や
ろ
う
と
大
正
四
年
春

に
結
成
し
た
の
が
黒
耀
社
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
知
り
あ
っ
た
若
い

工
芸
家
六
人
で
大
正
六
年
六
月
に
結
成
さ
れ
た
の
が

「柱
人
社
」
で
あ
る
。
六

人
の
同
人
は
、
発
起
人
と
な
っ
た
高
村
豊
周
、
広
川
松
五
郎
、
小
倉
淳
の
一
＿一
人

に
、
堀
義
―
-、
斎
藤
佳
三
、
原
一
＿
一
郎
で
あ
っ
た
。

た
。
流
逸
荘
と
い
う
の
は
、
仲
省
吾
が
経
営
し
た
当
時
の
尖
端
を
い
っ
た
美

術
店
で
、
そ
の
名
前
は
小
川
町
の
地
名
に
因
ん
で
岩
村
先
生
が
フ
ラ
ン
ス
語

を
捩
っ
て
流
逸
荘
と
つ
け
た
も
の
だ
。
陳
列
品
も
凝
っ
た
も
の
だ
し
、
お
客

も
趣
味
の
洗
練
さ
れ
た
人
が
良
く
渠
ま
っ
た
。
こ
の
店
は
大
正
十
二
年
の
大

震
災
に
焼
け
る
ま
で
続
い
た
が
、
流
逸
荘
の
お
客
が
柱
人
社
に
非
常
に
同
俯

よ
く
作
品
を
買
っ
て
く
れ
た
。
金
子
良
吉
、
芝
JII
照
吉
、
こ

し
て
く
れ
て
、

れ
は
当
時
の
知
名
の
実
業
家
だ
が
、
夫
人
や
子
供
連
れ
で
よ
く
買
物
に
み
え

た
。
貴
族
院
議
員
の
伯
爵
で
統
計
学
の
権
威
だ
っ
た
柳
沢
保
恵
も
来
た
。
黒

さ
っ
た
。
岩
村
先
生
が
激
励
に
来
ら
れ
た
の
も
勿
論
で
あ
る
。
こ
の
時
分
か

ら
既
に
気
が
つ
い
て
い
た
の
だ
が
、
我
々
の
展
覧
会
に
来
て
く
れ
る
の
は
油

絵
や
彫
刻
の
人
が
多
く
て
、
肝
心
の
工
芸
家
の
先
輩
は
殆
ん
ど
見
に
来
て
く

（
高
村
豊
周
著
『
自
雨
像
』
）

「
柱
人
社
の
展
笈
会
は
、
大
正
七
年
に
神
田
小
川
町
の
流
逸
荘
で
や
っ
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